
深夜営業騒音
の防止について

地域の区分 規制基準
（単位：デシベル）

第1種低層住居専用地域
第2種低層住居専用地域

40

第1種中高層住居専用地域
第2種中高層住居専用地域
第1種住居地域
第2種住居地域
準住居地域

※ 45

近隣商業地域
商業地域
準工業地域

※ 55

工業地域 ※ 60

その他の地域
（工業専用地域を除く）

※ 50

騒音の規制基準の遵守（条例第50条）

飲食店、喫茶店、ガソリンスタンド、
ボーリング場、ゴルフ練習場、映画館

■規制対象営業

■規制時間
午後10時から

翌日午前6時

音響機器の使用制限（条例第51条）
夜間（午後10時から翌日の午前6時までの間）、

営業所の敷地境界線において、次に掲げる規制
基準を超える騒音を発生させてはいけません。

深夜における良好な居住の環境を保全する
ため、騒音の防止を図る必要がある地域にお
いては午後11時から翌日の午前6時までの間、
次に掲げる音響機器を使用してはいけません。

なお、音響機器から発する音が営業所の外
部に漏れない（正常な聴力のものが外部で聞
いて音が聞こえない）措置を講じた場合は、
この制限を受けません。

■対象営業

津市、四日市市、伊勢市、松阪市、桑名市、
鈴鹿市、名張市、亀山市、鳥羽市、いなべ市、
伊賀市、桑名郡木曽岬町、員弁郡東員町、
三重郡菰野町、三重郡朝日町、三重郡川越町
及び 度会郡玉城町の区域で、
・第1種低層住居専用地域 及び
第2種低層住居専用地域、

・第1種中高層住居専用地域、
第2種中高層住居専用地域、
第1種住居地域、第2種住居地域 及び
準住居地域、

・近隣商業地域 及び 商業地域

■使用禁止時間
午後11時から

翌日午前6時

飲食店、喫茶店

■使用制限区域

利用者の義務（条例第52条）
飲食店営業等の利用者は、その利用に伴い発生する騒音により周辺の生活環境を損なうこと

のないようにしなければなりません。

罰則など（条例第55条、第110条第2号）

■制限区域

※病院、診療所並びに特別養護老人ホーム等（規則
第60条の各号に掲げる施設）の周囲50mの基準は
上表からそれぞれ5デシベル減じた値とする。

区分 減音効果
(デシベル)

窓
・アルミサッシ
・同上（二重）
・防音サッシ

20
25～30
25～30

出入口 ・木製ドア
・鋼製ドア

15～20
20～25

壁
・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ
ﾓﾙﾀﾙ仕様

・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ
ﾓﾙﾀﾙ仕様

40

45

その他 ・遮音タイプ
換気扇 30

防音対策のめやす

三重県生活環境の保全に関する条例では、騒音のない静かな町づくりを
進めるため、飲食店営業などを営む皆さんについても、夜間における
規制基準の遵守、カラオケなど音響機器の使用制限を規定しています。

午前6時

午後10時 制限

午前6時

午後11時
制限

騒音の規制基準の遵守

音響機器の使用制限

↓

行為の停止、施設の改善など必要
な措置をとるべきことを勧告する

↓

勧告に従うべきことを命ずる

↓

罰金２０万円以下

■音響機器
音響再生装置、楽器、
拡声装置

営業騒音に対する三重県生活環境の保全に関する条例の内容

（従わず、人の健康が損なわれ、又は周辺の
生活環境の保全上著しい支障が生じたとき）

（違反したとき）

（違反したとき）



営業市町
電話番号
（環境担当部署）

津市 059-229-3259

四日市市 059-354-8189

伊勢市 0596-21-5541

松阪市 0598-53-4067

桑名市 0594-24-1183

鈴鹿市 059-382-7954

名張市 0595-63-7492

営業市町 お問い合わせ先

多気町、明和町、大台町 三重県松阪地域防災総合事務所環境室 0598-50-0530

度会町、大紀町、南伊勢町 三重県南勢志摩地域活性化局環境室 0596-27-5405

紀北町 三重県紀北地域活性化局環境室 0597-23-3469

御浜町、紀宝町 三重県紀南地域活性化局環境室 0597-89-6937

営業市町
電話番号
（環境担当部署）

木曽岬町 0567-68-6103

東員町 0594-86-2807

菰野町 059-391-1150

朝日町 059-377-5653

川越町 059-366-7163

玉城町 0596-58-8201

営業市町
電話番号
（環境担当部署）

尾鷲市 0597-23-8251

亀山市 0595-96-8095

鳥羽市 0599-25-1147

熊野市 0597-89-2804

いなべ市 0594-86-7812

志摩市 0599-44-0228

伊賀市 0595-20-9105

お問い合わせ先

三重県生活環境の保全に関する条例（抜粋）

（
飲
食
店
営
業
等
に
伴
う
騒
音
の
制
限
等
）

第
五
十
条

飲
食
店
営
業
、
喫
茶
店
営
業
そ
の
他
の
営
業
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
飲
食
店
営
業
等
」
と

い
う
。
）
を
営
む
者
は
、
夜
間
（
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午

前
六
時
ま
で
を
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
音
量
に
つ
い
て
規

則
で
定
め
る
騒
音
の
排
出
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
騒
音
の
排
出

基
準
を
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
深
夜
に
お
け
る
音
響
機
器
の
使
用
制
限
等
）

第
五
十
一
条

騒
音
の
防
止
を
図
る
必
要
が
あ
る
地
域
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
区
域
内
に
お
い
て
、
飲
食
店
営
業
そ

の
他
の
営
業
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
を
営
む
者
は
、

深
夜
（
午
後
十
一
時
か
ら
翌
日
の
午
前
六
時
ま
で
を
い

う
。
）
に
お
い
て
は
、
当
該
営
業
を
営
む
場
所
に
お
い
て
規

則
で
定
め
る
音
響
機
器
を
使
用
し
、
又
は
使
用
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
音
響
機
器
か
ら
発
生
す
る
音
が
営

業
を
営
む
場
所
の
外
部
に
漏
れ
な
い
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
区
域
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

関
係
市
町
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
用
者
の
義
務
）

第
五
十
二
条

飲
食
店
営
業
等
を
利
用
す
る
者
は
、
そ
の
利

用
に
伴
い
発
生
す
る
騒
音
に
よ
り
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全

上
の
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
違
反
行
為
者
に
対
す
る
改
善
勧
告
及
び
改
善
命
令
）

第
五
十
五
条

知
事
は
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条

第
一
項
、
第
五
十
三
条
又
は
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
発
見
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反

行
為
を
し
て
い
る
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

知
事
は
、
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
五
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
対
し
、
前
項
の
勧
告
を
受
け
た

者
が
そ
の
勧
告
に
従
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
人
の
健
康
が
損
な

わ
れ
、
又
は
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
著
し
い
支
障
が

生
じ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
支
障
を

除
去
す
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の

停
止
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
罰
則
）

第
百
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

二

第
四
十
九
条
第
二
項
又
は
第
五
十
五
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

（
騒
音
の
規
制
対
象
営
業
及
び
排
出
基
準
）

第
五
十
三
条

条
例
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で

定
め
る
営
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

飲
食
店
営
業
（
食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年

政
令
第
二
百
二
十
九
号
）
第
三
十
五
条
第
一
号
に
規
定
す
る

飲
食
店
営
業
に
限
る
。
）

二

喫
茶
店
営
業
（
食
品
衛
生
法
施
行
令
第
三
十
五
条
第
二

号
に
規
定
す
る
喫
茶
店
営
業
に
限
る
。
）

三

自
動
車
用
燃
料
の
販
売
を
業
と
す
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
営
業

四

ボ
ー
リ
ン
グ
場
営
業

五

ゴ
ル
フ
練
習
場
営
業

六

映
画
館
営
業

第
五
十
四
条

条
例
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で

定
め
る
騒
音
の
排
出
基
準
は
、
営
業
所
の
敷
地
境
界
線
に
お

い
て
、
別
表
第
二
十
の
と
お
り
と
す
る
。

（
音
響
機
器
の
使
用
制
限
区
域
等
）

第
五
十
五
条

条
例
第
五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則

で
定
め
る
区
域
は
、
津
市
、
四
日
市
市
、
伊
勢
市
、
松
阪
市
、

桑
名
市
、
鈴
鹿
市
、
名
張
市
、
亀
山
市
、
鳥
羽
市
、
い
な
べ

市
、
伊
賀
市
、
桑
名
郡
木
曽
岬
町
、
員
弁
郡
東
員
町
、
三
重

郡
菰
野
町
、
三
重
郡
朝
日
町
、
三
重
郡
川
越
町
及
び
度
会
郡

玉
城
町
の
区
域
で
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
地
域
の
う
ち
、
次

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
及
び
第
二
種
低
層
住
居
専

用
地
域

二

第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
中
高
層
住
居

専
用
地
域
、
第
一
種
住
居
地
域
、
第
二
種
住
居
地
域
及
び
準

住
居
地
域

三

近
隣
商
業
地
域
及
び
商
業
地
域

第
五
十
六
条

条
例
第
五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則

で
定
め
る
営
業
は
、
第
五
十
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
定

め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
七
条

条
例
第
五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則

で
定
め
る
音
響
機
器
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

音
響
再
生
装
置
（
録
音
テ
ー
プ
、
録
音
盤
等
の
再
生
に

係
る
機
器
、
増
幅
器
及
び
ス
ピ
ー
カ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
音

を
再
生
す
る
装
置
を
い
う
。
）

二

楽
器

三

拡
声
装
置

備
考

一

こ
の
表
の
第
二
号
の
項
か
ら
第
五
号
の
項
ま
で
の
地
域
内
に
所
在
す
る
第
六
十
条

各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
敷
地
の
周
囲
五
十
メ
ー
ト
ル
の
区
域
内
に
お
け
る
排
出
基
準
は
、

下
欄
に
掲
げ
る
数
値
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
五
デ
シ
ベ
ル
を
減
じ
る
も
の
と
す
る
。

二

こ
の
表
の
第
一
号
の
項
か
ら
第
四
号
の
項
ま
で
の
地
域
及
び
工
業
専
用
地
域
は
、

都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
地
域
を
い
う
。

五 四 三 二 一 別
表
第
二
十
（
第
五
十
四
条
関
係
）

騒
音
の
排
出
基
準
は
、
次
の
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
地
域
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

そ
の
他
の
地
域
（
工
業
専
用
地
域
を
除
く
。
）

工
業
地
域

近
隣
商
業
地
域
、
商
業
地
域
及
び
準
工
業
地
域

第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
中
高
層
住

居
専
用
地
域
、
第
一
種
住
居
地
域
、
第
二
種
住
居
地

域
及
び
準
住
居
地
域

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
及
び
第
二
種
低
層
住
居

専
用
地
域

五
０
デ
シ
ベ
ル

六
０
デ
シ
ベ
ル

五
五
デ
シ
ベ
ル

四
五
デ
シ
ベ
ル

四
十
デ
シ
ベ
ル

三 重 県 環 境 生 活 部
大 気 ・ 水 環 境 課

三重県津市広明町13番地
TEL：059－224－2380


